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冬型気圧配置の出現変化について＊

渋谷正恒＊＊

要旨：西高東低の気圧配置型を季節風の強く吹く型とそれ以外の型とに分け，

出現度数を動気候学的立場から調査した．

半旬，旬及び月別に分けた

　1．はしがき

　天気図型の分類として高橋（浩）等によるものがすで

にあり，ごく最近では吉野による分類もある．今回の調

査は吉野の分類による西高東低型（冬型）気圧配置だけ

について更に詳しく調べた．すなわち吉野は東アジアの

季節風の立場から西高東低の冬型を分類したが，天気予

報の立場から季節風の強く吹く型とそうでないものとで

は本質的に差があるので，吉野の分類による冬型を更に

前述の二つの型に分類し，半旬，旬及び月別の出現し易

い時期と従来の特異日とを関連づけてみた．資料は日本

気象協会発行のr’56～’65天気図10年集成」による1956

年1月から1965年12月までの10年間の毎日9時の天気図

による．

　2．西高東低型（冬型）の二つの型

　西高東低の気圧配置型を季節風の強い型（A型）とそ

の他の型（B型）とに分ける．それらの典型的な例は第

1図に示してある．

　A型：日本付近の等圧線の走向がほぼ南北方向の場合

は，関東・九州間の気圧差が大体10mb以上，北東か

ら南西方向に走っている場合は緯度間隔1度にして大体

1．5mb以上の気圧差がある場合．

　B型：気圧傾度がA型以下の場合．すなわち弱い冬

型であるが，一部西高東低くずれ，やや北高気味なもの

も入れてある．

　5．季節風の強く吹く型（A型）とその他の型（B型）

　　の出現度数変化について

　（1）季節変化

　A型，B型の月別と旬別の出現度数変化は第2図，第

3図に示されるように明瞭な季節変化を示している．

　月別に見ると，A，B型とも1月に最も多く出現し，

その出現度数はB型よりA型の方がやや多い．12月と

2月を比較すると，A，B型とも出現度数がほぽ同じ

で，11月と3月とではA型の差はあまりないがB型は

皿月の方が多い．
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第1図　季節風の強く吹く型（A型）
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　これらの変化を旬別（2半旬）別に見るとA，B型と

も11月下旬に急に出現度数が増加する．すなわち，11月

下旬が秋型から冬型に天候が変る時期になっていること

を示す．両者の出現する割合は始めB型の方が多いがA

型は季節が進むにつれて多くなり1月下旬に最大とな

る．そして2月下旬に急減する．これはこの時期に冬型

から春型へ天候が変りつつあることを示している．

　A型とB型の合計の出現度数の変化を旬別で見ると1

月中旬と下旬に最も多く，この時期が冬の最盛期に当っ

ていることを示し，1月を中心として12月と2月で対称

、天気”15．2．・
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第4図　西高東低型の半旬別出現日数

　　　　上はA型，下はB型

西高東低型出現日数の年変

動，上の気温は金沢と新潟

の12月～2月までの3か月
平均気温，下の出現日数は

12月～2月までの3か月の
合計．

半幻

出現日数は10年間の合計．

的な変化をしている．また11月下旬と3月上旬とではそ

れぞれ急増，急減している．これはこの時期が本格的な

季節の変り目に当ることを示す．そういう意味では11月

下旬と3月上旬はやはり対称的になっているわけであ

る．

　（2）半旬別に見た特異性

　半旬別に見たA，B型の出現度数は第4図に示すよう

によわい冬型（B型）は9月中旬（aノ）頃から出現し始

め，A型はそれより5半旬後の10月中旬（a）以降から

出現する．A，B型ともそれから出現度数は増加するが，

その割合は一様でなく変動が見られる．例えば暦の上で

立冬に当る11月上旬（bノ）にはB型が出現し易くなり，

また11月下旬（cノ）には急に増加している．或はこれが

高橋（浩）による初冬の入り（立冬，11月19日）に当る

のかも知れない．また，高橋（浩）による冬の入りに当

る12月20日前後（dノ）にはB型が出現し易くなるが，本

格的な季節風型を示すA型には特に大ぎな変化はない．

1月5日頃の寒の入りから5日後の10日頃（eノ）を中心

にして，始めB型が出現し易くなり，その後本格的な吹

1968年2月

き出し型であるA型が急に出現し易く

なる（c）．暦の大寒に当る1月20日頃

はB型の出現度数が一年中で最大となっ

ている（fノ）．しかし，本格的な寒さを

もたらすA型は5日後の25日頃（d）に

出現度数が最大になる．すなわち真冬に

当るわけで，高橋（浩）の大寒（24日）

と一致する．大寒以後は次第に冬型の出

現度数は減少するが，特に2月の5日から9日（e，gノ）

にかけて急激に減っており，これが立春に相当するもの

と思う．しかし，この立春後の2月中旬頃（f）には再

びA型が出現し易く，寒さがぶりかえし2月下旬（g）

から3月上旬に季節風は弱まる．そして3月中旬（h）

に，再びA型の出現度数がやや増加し季節風が吹き易

くなるが，これが過ぎると冬型は非常に少なくなり春分

を迎える．

　（3）経年変化

　各年の12月，1月，2月の冬3か月におけるA型，B

型の出現度数変化を第5図に示した．図のようにB型よ

りもA型の方がより大きな変動をしている．金沢と新

潟の12月から2月までの3か月の平均気温と比較する

と1961～1962年の冬を除いて変化の傾向は逆になる．す

なわち1957～1958年の冬から1959～60年の冬にかけては

気温が高く，A型の出現度数は少ない．B型の出現度数

は図のように1956年から1965年の期間内では各年を通じ

てあまり変らない．

　次に各年のA型とB型の出現した最初の日と最後の
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第1表

冬型気圧配置の出現変化について

各年のA型とB型の出現した最初と最後の月日及びその平均日

年

始
ま

り

終

り

A型

B型

A型

B型

56

3．9

3．10

156－57

11．16

10．25

3．15

4．2

57～58

10．18

11．23

＊3．30

　3．28

58～59

10．27

11．4

3．14

3．31

59ト）60

12．17

11．10

3．16

4．　1

6・一61161－62

11．27

10．2

3．9

2．17

11．13

10．12

3．17

2．27

62～63

＊10．15

10．16

3．4

3．11

63－64164－65

11．9
＊9．18

3．22

3．23

10．25

10．24

　3．27

＊4．5

165

11．3
11．12

1平均

11．8
10．24

3．16

3．20

＊は1956～1965年間で一番早かった日と遅かった日

日及びその平均日は第1表に示すようになる．

平均日のうちA型の出現する最初の日は立冬1），

の出現する最後の日が春分と大体一致している．

　4．むすび　　　　　　　　　　　　　　　・

B型

　資料は10年間という短い期間なので更に長い期間につ

いて調査すると幾分変って来るかも知れないが，最近の

気候の特徴をよく表わLているものと考えられる1おわ

りに本論をまとめるに当り気象庁長期予報管理官をはじ

1）「1956～1965天気図10年集成」（日本気象協会）

　の半井による統計と一致する．

め同室の方々には多くの御指導と助言をいただいた．こ

こに厚く感謝の意を表する．
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